
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

曾
　　．

號 六 十 六 百 三 第 誌 雜 學 物 動〈127）

．
襷

 

噛

　

な
れ
げ
）

…

…

…

…

…・昌
…

…

…

…

…
：

…「
…

…・
…

…
…
：

：・
…・
…

三

−
五

登
夜

。

　
　
瞼

直
ち

に

任
意
の

バ

ラ

フ

イ

ソ

、
或
び

は

言
イ

デ

イ

ン

媒
滲

朗
。

●
　
B
　
h
ア

ル

コ

ホ

ー

ル

或
ひ

は

ア

セ

ト

ン
。

（

固
定
法
り

異

な

う

に

從

　
　
　
　

ひ

或
ひ

は

三

〇
％

よ

り
初

め

或
ひ

拭
五

〇

％、
・・
…

…
・・
…・
…

場

合
に

よ

　
　
　
　

り
て

拭

直
ち
に

所
謂
無

水
の

も
の

に

之
も

素
よ

り
時
間
に

片
の

大
小

に

も

　
　
　
　

よ

ろ

が
特

潤
窪

場
合
な

除
き
水
洗

か

ら

九

五

％

以

上
の．
彊
い

も
の

ま

で
入

　
　
　
　

れ

て

大

抵
三

時

間
溝

後
で
充
分
で

あ

ろ、

彊

e

も
の

か

ら
初
め

力

場
合

は

　
　
　
　
一
ー

二

時

間
で

よ

い
σ

昇
汞

の

入

つ

☆

固
定

液
な
ど

の．
後
で

そ

れ
な

除
く

　
　
　
　

爲
め

に

多
少

長
く

入

れ
て

置
く
必

要
の

あ

ろ

様
な

揚
台
11
仕

方
な
い

が、

　
　
　
　

要
す
る

に

出
來

ろ

丈

早
く
切

り

上

げ
て
）

。

　
　
　

嫐

純・
ア

ニ

リ
ン

。

　
〔

に

移
す

。

時

間
は
ア

膨

コ

ポ

ー
ル

、

ア

セ

ト

ソ

等

　
　
　
　

に

よ

つ

て

脱

水
さ

れ
六

程

度
と
・

片

の

大

小
に

よ

ろ

が
、

九

分
通

リ

腕
水

　
　
　
　

終
っ

☆

小
片
だ

っ

漂
ら

二
・

三

時

間
で

充
分
で

あ
る
。

長
い

方
な

ち

都
合

　
　
　
　

に

ょ

つ

て

れ

と

ひ
一
ク

年

入

れ

て

置
い

て

も
色

の

變
色

を

意
と
ゼ

澱

も
の

　
　
　
　

で
あ
ろ

限

り

嫉
少・
し・
も

差
支
へ

な

い
、

普
蘊
の

揚
A
口

に

に

約
二

四

時叩
間

位

　
　
　
　

な

適
當
と

し

て

薦
め

て

靂

く
。

　

　

　

　

　

　

　

　

、

　
　
　

蹠

直
に

任

意
の
バ

ラ

フ

・

・

或
ひ

塔
・

・

デ

・

・

鬱

　
　
　
　

翹、

〔

一

鱒
号
。

に

、

っ

垂
習
，

れ

な
り

は

震
り

突

 

ー
ー
…
ー

峯

　
　
　
　．恥

雪．、

．
郵

　
誕

　
　
　

　
　

片
で

あ

つ

て

も

非
常
に

速
か

に

他
の

媒

滲
劇
に

よ

つ

て

も

滲
透

さ

れ
る

。

）

　
　

区
話
8Qe

及
び

H、
畷

艮

象
p

の

二

つ

も
憙

弛
ア

ニ

リ

y

同

様
之

等

　
「

A
」

「

8
」

二

通
り

の

使

ひ
方
に

適
用
す

る
事
が

出
來
る
。

　
　

け

れ

ど
も
前
者
は
（

評
く圏
O

葺

類噌
N
警
伍

o

穿・

三
器

舅
巨
」
 

ま・
）

　

其
の

酸

性
で

あ
う、

ま
だ
「

オ

ス

ミ

ウ

ム

」

に

よ
つ
て」
固．
定

し
だ．
脂

　

肪
を

も
溶
解

し
去
る

性
質
あ

る

が

爲
め

に

ま
だ

或
る

種
の

材
料
に

　
　
　

　
　
　グ

　

は

全
々

使

用
す

る

事
が

出
來

な

い

し

ま

だ
仕

事
に

際
し
て

其
の

臭

　

氣
が

極
め

て

不

快
で

あ
る。

b
鴇
峯

貯

は

御
經
あ・
方
の

仕

事
な

ど

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
サ

　

で

或
る

特
別
な

揚

合
に

は

用
ゐ

て

利
釜
な
こ

と
も

あ
る

の

だ

が、

　

之

ま
だ、

其
の

強
い

ア

戸

カ

リ

性
と、

價
格
の

蓬
か

に

高
い

こ

と

　

の

爲
め

に

廣
く
一

般
に

薦
め

る

わ

け
に

は

行
か

な
い

。

　
　

前
記
「

B
」

の

方
法
に

於

し
ア

ニ

リ

ン

同
樣
の

役
を

勤
め

得
る

も

　

の

に

ま
だ

（

3

ぎ
夷

蓴
。

簔｝】

（

 

）

O
 
動
¢

蕁
套
（
刈

）

翆
 

蓄
H卩
9

 …

彎
齢
驟
堅
闘

斡
餐
犠
甥
袰
黏
砒

等

は
後

ヘ
　
　ビ．脂、
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　．
　

　
　

　
　

　

　
　

し
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

h「ゴ

　r
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

謬

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

ヒ

垂

ー
（

ー
ー
〜

…
喝

（
，

‘

…
、‘

」

抄

　

録

〜

、　

…
セ
ピ℃　丶　
〜　」　ド、　丶　
ミ

ー1．
〜

〜」’「

●
蝌
斗
の

腦
下
埀
體
除
去

，

　

蜻

斗
の

三
、

五

−
四

粍
の

も
の

よ

り

腦
下

垂

體
の

原

基
を

除
去

す
れ

ば．、
七
日
よ

う

十
冠

の，
後
に

銀
色
に

變
化
す、

之
は

色
素
の

量

　
　
　
（

抄
　
　

録
）

　

O

攣
の

謡
下
蕪

蟹
除
虫層
冖

「

の

減
す
ぢ

に

非
す
し
て

色
素
細
胞
の

收
縮
に

よ

る、

そ
は

此

銀
色「

じ
　
　
　
　
　

モ

、　
、

蜻
斗
の
一

ニ

ー
一

四

粍
に

逹
せ

る

と
き
此

の

腦
下

垂
體
の

中
央

部

…

の

浸
液

中
に

入
る

れ

ぼ
一

五

…
三

〇

秒
の

問

に
晴
色

と
な

う
普

通

｝

の

蝌
斗
と

類
せ
る

も
の

と
な

9
之

を
復
控

永．
に

移
せ

ば
噌

ー
三

時

（
　

問
の

後
に

銀
色
に

變
す
る

に

て

知
ら
ゐ
。

　
（
匪
日

耄
い

H
『

堵゚

蝋
‘

μ
O
 

。。

無
§
＄

鼠Ψ聰
宕
○

蜀

鐙
）・
　

　
　

　

　
　

（

谷

津
直
秀
）

二

三

、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


